
第1部 13：05-14：45 東日本大震災に対する復旧・復興の現状

●13:05～13:25 復興まちづくりからみた、この国の課題
（平野勝也 東北大学災害科学国際研究所災害復興実践学分野・准教授）

●13:25～13:45 被災地域における経済復興・産業再生の現状
（増田 聡 東北大学大学院経済学研究科経済経営学専攻・教授）

●13:45～14:05 被災地における歴史的建造物の保存と再生
（野村俊一 東北大学大学院工学研究科都市建築学専攻・准教授）

●14:05～14:25 福島第一原子力発電所の廃炉に向けた取組み
（中村紀吉 東京電力株式会社福島第一廃炉推進カンパニープロジェクト計画部・部長）

●14:25～14:45 福島原子力発電所事故による放射能汚染対策の現状（食品の汚染検査、汚染
土壌の処理など）
（石井慶造 東北大学大学院工学研究科生活環境早期復旧技術センター・教授）

～ 休 憩 ～

第2部 15：00-16：20 これからの防災・減災に対する備え

●15:00～15:20 復旧・復興における木造建築と地域木材を活用した取組み
（板垣直行 秋田県立大学システム科学技術学部建築環境システム学科・教授）

●15:20～15:40 造成宅地を中心とした軟弱地盤の地震被害と対策
（三辻和弥 山形大学地域教育文化学部地域教育文化学科・教授）

●15:40～16:00 津波被害を踏まえた静岡県既存建築物の対津波診断と津波避難ビルの整備
（迫田丈志 株式会社堀江建築工学研究所・企画開発部長）

●16:00～16:20 仙台市における防災・減災の取組みについて
（針生勝広 仙台市危機管理室仙台市地震防災アドバイザー）

16：20～16：30 閉会挨拶 （源栄正人 日本建築学会東北支部長 ･ 東北大学・教授）
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※お早めにお申し込みください

参加費：無料

写真提供：仙台市



 FAX 送付先 022-265-3405 

一般社団法人 日本建築学会東北支部 事務局 宛 

東日本大震災からの復興の歩み 

～これからの地震に備える～ 
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参加ご希望の方は、日本建築学会東北支部ホームページ、または 

参加申込書に必要事項をご記入の上、FAX・メールにてお申し込み下さい。 

先着順になりますので定員になり次第締め切らせていただきます。 
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■お申込み･お問合せ 一般社団法人 日本建築学会東北支部 事務局 
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